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間口洞窟遺跡の調査について1. 

三浦半島南半部には，海岸線に沿って，約30箇所の洞窟遺跡が存在する(第 1 図〉。それらは

いずれも海蝕洞窟内に形成され，弥生時代から奈良時代に至る問の遺跡が大部分を占めるが，

同じ洞窟に各時代の遺跡が重複している窃合が多い。近世の遺跡もあり，中世，

小松真ーらによる横須賀市鴨

日烏ケ崎洞窟遺跡の調査で，はじめて明らかにされ，そのご赤星直忠，浜田勘太，横須賀考古
。土1)

学会により同種遺跡の発見と調査研究が行なわれた結果，弥生時代の遺跡はおもに生活力l:，古

この地域における洞窟遺跡は，大正13 (1924) 年，赤星直忠，

墳時代以後の遺跡は一般に埋葬t:l:てやあることが確かめられた。特に昭和23~26 (1948~1951) 

三浦半島における洞窟遺跡研究の基礎をなすものとして特筆年に赤呈i長忠が行なった詞査は，

それらの澗京遺跡のあり方や冬時代の生活形態についてさるべきものである。しかしながら，
(2) 

まだ多くの問題が残されている。l ま，

この地域の洞窟遺跡の性倍を一周明らかにす以上の問題の解決と，間口洞窟遺跡の調査は，

第 1 次調査を昭和46 (1971) 年 3 月 11 日 ~17 日に，第 2 次調る目的をもって計画したもので，

査を同年 8 月 17 日 ~30日に実施し，幸い艮女子な結果を得ることができた。調査結果や出土資料

ここにとりあえず概要を報告し， 責めを果については，更に検討を要する点が少なくないが，

たしたL 、。

なお，本遺跡は既に昭和24 (1949) 年，赤星直忠によって一部分調査されており，弥生時代

土U
U
 

古墳時代，奈良時代，鎌倉時代および江戸時代の複合遺跡であることが報告され
(3 ) 

後期，

土器については，かつて筆者が分析を試みたことがある。

さらに本遺跡の調査を る必要を認め，昭和また，第 1 次ならびに第 2 次調査ののち，

さきに刊行向年 8 月に第 4 次調査を実施した。その結果，47 (1972) 年 3 月に第 3 次調査を，

した資料編の記載に一部補足訂正を要する点があるので，資料編正誤表と一括し， 18頁に掲載

した。

置位グ〉跡
、壬包

ユ息2. 

三浦半島先端部の東南端に当たる神奈川県三浦市南下浦町松輪(字間口〉間口洞窟遺跡は，

また本遺跡の南約50mの地点に

489番地の 1 に存在する(第 2 図〉。

さぐら浜， ~iJ崎南などの洞窟遺跡があり，付近には大浦山，
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はかつて間口 B洞窟遺跡があったが，道路拡張工事のさい消滅した。

間口洞窟は東京湾から更にくれこんだ小さな湾の奥に位置し，剣崎灯台をのせた標高30mの

海岸段丘の中腹に，東向きに開口している。この段丘は凝灰岩，泥岩，砂岩の互層からなり，

洞窟はその崖面の断層の部分が波蝕を受けて形成されたため，横断固は縦長の平行四辺形にち

かい。壁面は約600 の傾斜を示し，洞口部において幅 4m ， 高さ 6mの規模をもっO 深さは現

状で約10m ， 埋没部分を加えると優に16-18mlこ達するものと思われ，三浦半島では比較的大

型の海蝕洞窟に属する。現汀線からの直線距離は約60m。遺跡の生活面下端と海面との高度差

は約 5.5 mである(図版 1-(1)) 。

3. 調査の概要

(1) 層序ならびに各層の状態、

調査は，洞窟主軸と直角に，右壁から左壁まで通した幅 2m単位の発掘区 I-Vを設けて進

めることとし，第 1 次，第 2 次調査では I 区を発掘した〔第 3 図〕。

I 区においては堆積層は13層c1層-13層〉に区分でき， 12層以外は全面に堆積していたと

考えられるが，壁寄りの部分は遺構の重複による撹乱と以前の発掘箇所にかかるため，原状が

著しく損なわれ，特に宜区側に著し L 、。第 3 図に I~II 区断面を示した。この部分では，左壁

側に大きな落ち込みが存在する。落ちこみは E 区のわずか手前で始まり，上端は以前の調査に

よる撹乱部と認められたが，下半部については各層の堆積状態から，発掘調査箇所か否か判別

し難かったので，一応，性質不明の落ち込みとして扱った。そのご第 4 次調査でE 区を発掘し

た結果， 下半部も以前の調査箇所にかかることが判明したため，資料編 P 5 í層位説明図」を

本編第 4 図のように訂正した(なお 2 層と 4 層は， 1 -II 区断面付近では一時消失し，実測

図には現われていなL ウ。

I 区の層序ならびに各層の状態、は次のとおりである。

1 居

表土 (20- 30cm)。偶色粘土質土を主とする流入土で，状態が場所により多少異なる。
かわらけ

この層では江戸時代陶器破片，鎌倉時代青磁破片および土器破片少数が出土し，右壁に接し

て，この層の下端から 5 層まで掘り込んだ鎌倉時代土壌墓(群?)があり (0 号墳墓)，土器・

灯明皿30以上，鍛と思われる鉄器破片 1 を伴った。
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2 層

混貝砂層 (3 ~ 5 cm)。こまかく破砕した貝設片を含む黄1{~，j 色の砂層。海ú少が堆積したと考

えられる層で，遺物を包含しない0

3 層

破塊層 (20 ~ 30cm)。落むしと岩塊が風化，破砕してf! 令じな人副大，ないしこぶし大の

小岩塊を主体とし，こL、量の灰褐色粘土質土が混じた層。遺物を包含しない。

4 層

灰褐色粘土質土 (5 ~ 10cm)。落磐した岩塊が風化，破砕して生じた小岩塊をわずかに含

む灰与 l 色粘土質土居で，それらの比率が異なる点を除き 3 ，同との間に本質的な差はみられず

境界も明[15でな L 、この府からは国分式または真閉式上器，和泉式土器，五領式 E沼の小破片

がわずかに出土したが，出土状態からみて，明らかにのちの混入と認められる。

5 )冒

第 1 灰居 (20 ~ 25cm)。粘土質の土砂を多量に含む黒色の民層。真間式土器，和泉弐土器お

よび型式不明の士一師式十器破片が少数混在し，有壁に接して国分期の墳墓c1号墳墓，図版 4

(1))が存在 Lt:。左樫側には， 壁沿L 、 lこ黒色有機物が充満した幅約90c視の帯状の落ちこみ

cl 号ピッけがあり，瓦閉式土需の破片説;個と和泉式土器，五領式土品の破片がかなり集中

的に出土したが，そのJ陀格は明らかでない。

6 智

宕塊層 (30 ~ 40c州 大型の落磐岩擁からなろ唐で，遣仰を包含しない。ただ 1 号墳墓直

下に副葬l日と認められる坪形土器 1 (図版21 ・第 9 図 54) が，岩壊のすき同に転落した状態

で存在し，下端からは 3 号墳墓の副葬品と思われる異形角器 1 が出土した〔図版 7 -(1) , 15 

18) 

7 層

第 2 灰層(15 ~ 20cm)。枯土質の土砂を多量に含む黒色の灰状態l土 5 国と同じであるが

6 層によって明瞭に lぶ;司され，平D泉式土器，五領式土器{j主片が散漫に出土した

この層では，右壁に接して~高期の主 (3 号墳墓，図版 5-(1りがあり，坪形土器 3 ，直

万茎部破片 1 が伴出した(図版21 ・沼 9 図 -55~57，図版19-44)c この墳墓は部分的に 8 層を

10cm]jíJ伎掘りこんでいる。さらに 3 号墳墓直下にも 7 屑下対品、ら 8 雇?に達する土壌基 (4 号

J1't墓図版 5 ー(2)) が存在し， 箆形角器 1 が作 iU した(以版 7 一(2) ， 15-22)0 4 号J立墓の時期

は， 3 号墳墓に覆われているので川高期以前であることは明らかであるが，箆形角器は鬼高期
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から現われるので，同期に属する可能性が大き L 、。また，この部分においては， II 区寄りの右

壁から約43c班離れた 4 号墓覆土上回に，灼甲 2が重なっていたような状態で出土した(図版

6 一(2)，図版12 ・第 5 図 3 ，図版13 ・第 5 図 4)。灼甲が 4 号墳墓に伴うものか否かは出

土状態からは判定しがたい。それらを特に埋置した形跡も認められなかったが，少なくとも，

単に放棄したとものは考えにくし、状態であった。

左壁側では 8 層にかかる鬼高期以後の墳墓(2 号墳墓〉が存在した。この墳墓はのちに設けら

れた土壌墓(5 号墳墓〉により破壊を受け，敷石の一部が残存するにすぎない(図版 4 十(2)) 。

8 層

第 1 混貝灰層 (50 - 60cm)。薄い白色灰層と砂・貝殻を多量に含む黒色灰層とが，互居をな

して，無数に堆積した層。断面は白と黒の特長的な縞目を呈する。いずれの灰層も厚さ 5-15

cm ， 長さ 2-3mであるが，黒色灰層の方が一般に厚い(図版 2 ， 3)。

白色灰層は固くしまった純粋な灰層で，成分中に，炭酸カルシウム (Caco 3) を多く含む。

遺物はきわめて少なく，鉢形土器破片がわずかに出土したにすぎない。黒色灰層は砂，貝殻，

f号、骨等を多量に含んだ貝塚状の層で，遺物も大部分ここから出土した。この居を黒色氏店と呼

ぶのは適当でないが，いまはとりあえず，仮称的に使用することにしたい。なお 8 層ならび

に 8 層と同じ状態を呈する10居中の自然遺物は， P.15表 1 に示したとおりであって，層による

種類や量の差はほとんど認められない。

8 居は弥生時代後期の層で，洞窟壁面に接した部分は古墳時代の噴墓群によって破壊されて

おり，また，たいらに掻きならした形跡が各所に存在した。この層の上半部では，前野町式土器

弥生町式土器および久ケ原式土器が混出し，下半部では久ケ原式土器が単純に出土したが，上

半部と下半部の境界は明瞭性を欠く。土器破片以外の出土遺物には，話形角器 6 ，離頭話形角

器 2 ，鍛形骨器 1 ，主十形骨器 1 ，尖頭形骨角器 4 ，異形骨角器 3 ，骨角器破片 4 ，庖丁形貝器

(貝庖丁) 23 , J蚤器形貝器〈貝刃) 14，欽形貝器(貝鉄)2 ，指輪形貝器(貝輪)1，貝器破片

1 ，銭形石器(磨製石鉱)1，際器 1 ，灼骨 1 および鹿角断片15がある (P16表 2)。

9 層

灰緑色砂層 (8 -15c躍〉。比較的きめのこまかい砂からなり，貝殻，遺物その他を全く包含

しなし、。

10 居

第 2 混貝灰層(30-40cm)。薄い白色灰層と砂・貝殻を多量に含む黒色灰層とが，互層をなし

て堆積した層。状態は 8 層と同様で、あるが，右壁から 1m付近まではかなり軟弱であった。
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この{頃j古jは 8 層上端と 9 屈にも認められた。

10屑!土弥生時代中期の腎で，宮ノ台式土器が単純に出土したが，数は少ない。土器破片以外

の出土造物には，銭形骨掛 1 ，主十形骨器 1 ，的長十形角器 1 ，庖丁形貝器(具庖丁) 12，掻器員長

貝器(貝刃) 4 ，三角形貝器l， j重器形石器 1 ，疎開 3 および使用痕を有する石 1 がある (p

16表 2)。

11 居

黄褐色現貝土層c3 - 5 cm)。少量の貝殻を混ずるローム質土属。 10)\専の焚火による熱で赤

く変色した部分が点在した1か，炉Jd::と思われる焼土が 3 箇所認められた。

この層は10層と同じく弥生時代中期の層で，宮ノ台式土器が単純に出土したが，数は非常に

少ないu 土器破片以外の:l:土遺物には，牒器 3 がある。

12 層

褐色村士質ゴ周 (10 - 20c加〉。かなり赤味をおひやた粘土質のヰ宥で， JT壁に接して部分的に

存在したO 遺物の出土はない。

13 }¥Y] 

黄褐色ローム質土居 (150 -180cm)。関東ローム土の二次的堆積層で，洞窟底面上に直接堆

積している。上面は 8 0 前後の角度をもって右壁側へゆるやかに傾斜する。中央の部分は回く

踏み固められ，竪穴住居祉の床面にちかい状態を示し，部分的に熱による変色が認められる。

この日は土佐積層の基盤をなしており，遺物を全く色 J干しない J

各層の状態を見ると，目、 l二のように 1 層から 7 層までは墳墓が苦しい有在を示している。こ

の部分では 5 層と 7 屑の黒色灰層の性格や，ごく少数ながら，各型式士器破片の出土に疑閣が

し、くぶん浅るが，少なくとも生活祉としての積極的な形跡はない。

これに対して 8 層から 11層までは，貝塚状を呈する混具)尺j吾の堆積をはじめ，焼土の存在，

各種造物の出土などにより，明らかに生活社であることが知られる。なお， 8 層以下の各店は

0---1 区断面においても厚い土佐積を示し，一部洞窟外へ達していることがわかる。また混員灰

層は同口から 3m奥にある崩壊箇所にも附面が露出していたが，このよ也点ではかなり薄く

なり，互屑の状態、も不明瞭であって，二次的堆積と認められた。したがって他遺跡の場合と同

様に品貝灰層は主として洞口部に厚く土佐記し，そこが焚火の場所であったと考えられる。品

常に厚いf売店I を形成するほどの焚火が，洞窟外をさけ，ことさら洞は吉15で行なわれた点は，特

に注意されなければならないところである。
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(2) 墳墓ならびに副葬品

I 区に存在した遺構としては，古墳時代以後の墳墓 6 基がある。

それらの時代別は鎌倉時代 1 基 (0 号墳墓)，奈良時代 1 基c1号墳墓)，古墳時代 3 基 (2.

号墳墓， 3 号墳墓， 4 号境墓)，時代不明 ただし，少なくとも古墳時代後期または奈良時代

1 基(5 号墳墓〉で，形式別では土墳墓 3 基 (0 号墳墓， 4 号墳墓 5 号墳墓)，積石墳墓

3 基c1号墳墓 2 号墳墓 3 号墳墓〉となっている。

各墳墓は，いずれも一部 0 区あるし、は E 区にかかり，また 3 号墳墓 4 号墳墓以外は重複に

よる撹乱が激しく全体の形状を把握しがたいため，ここでは簡単な説明を加えるにとどめるこ

とにする。なお副葬品は P17表 3 に示したとおりで，きわめて少ない。これは撹乱による散逸

もあると思われる。

0 号墳墓

右壁に接して存在した鎌倉時代の土壌墓。後世の撹乱をうけ，大部分破壊されている。墓墳

の幅は残存部から推定して 1 ~1. 5m ， 深さは0.5~0.7m程度らしく，墓墳が浅いので，盛り土

で覆われていた可能性がある。なお，土墳下半部は壁沿いに断続的に存在し o 区および E区

へ続くような形跡も認められ，多数のかわらけの出土も，数基が複合したことを示すものかも

知れない。

覆土中には人骨が散乱状態、で存在し o 区に近接した地点では，完形または完形にちかし、か

わらけ 6 ，灯明皿 1 が ， 50cm四方の範囲から，まとまって出土した。

1 号墳墓 (図版 4 ー(1))

右壁側 5 層中に存在した積石墓。 o 号墳墓の墳底にかかるため，かなり撹乱を受けている。

壁面の凹所に寄せて設けられ，一部が E 区にかかる。 1 号墳墓は 5 層を1O~15c盟掘りこんだ

のち， 10 x 15~30 x 40cm大の岩塊を敷きつめ，遺骸を置いたのち，岩塊を積んで、覆った形式で

ある。敷石面の平均レベルは- 0.5 mである。

敷石面には人骨が散乱状態、で遺存していたが，これは O 号墳墓の墳底が及んだためで，埋葬

状態、を察知できない。遺体の個数は骨の量から 1 体と考えられる。

洞窟中央側の敷石末端部直下においては 6 層中に国分式土器に属する均二形土器 1 (図版21

・第 8 図-54) が，岩塊の聞に転落した形で存在した。器面に黒色灰層の付着があり，出土位

置からも 1 号墳墓に伴う副葬品と認められる。
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2 号墓墳(図版 4-(2))

左壁に接して存在した積石墓。 5 号墳墓によりほとんど破浅され，敷石の末端が列状に残存

するにすぎない。敷石ば 8 菅上面を 20cm前後掘りこんだのち， lO X15-20x25cm大の岩塊を敷

きつめている。

敷己のすき間に人骨の破片が数値認められた。

壁面から木端までの距離は 1. 2m ， 残存部の全目立約 1. 7m あり，1. 5x2m前後の規模をも

っ墳墓であったと推定されるり敷石面までの平均レベルは -3.38mである。層位的には 3 号墳

墓とほぼ向じと言ってよい。

敷石のすき間に人'月'破片が認められたが，副葬品は出土しなかった。

3 号墳墓(図版 5-(1))

右壁 7 層中に存在した積石墳墓っこの墳墓も敷石上に遺該?を 1:":' いたのち，岩塊で覆う形式で

あって 1 号墳墓の l訂下にあり，同じく壁面の問所に寄せて設けている。一部 H 区にかかるが

第 4 次調資の結果，平面規模は3.2x2.1mで、あることがEιzできた。

敷石の大きさは15x20-42x35明大で，海岸の転石の桁用も認められる。敷石面は ifc測にか

なり傾斜し，平均レベルは E 区側で -3.02m ， 0 区側末端H;丘で←3.12mである。

遺骨実は 1 体，頭部を洞 11側に向けた伸展葬であるが，落磐の影響で骨がかなり散乱し， J童存

状態が思い。

洞窟中央側末端の敷石上には，電高式土器に属する j不形ヒ器 31!悶(図 f波乱・第 8 図 -55~57)

が副葬されていたc そのうち57は，内出に21本の放射線状の暗文がある。また敷石両に接する

6 府下部出土の異形角器(図板15 ・第 5 図 18) も出土位青からみて 3 号墳主主に伴ウ副葬品

と認められる。器宿舎美しく研磨し，中央に長方形の穴をあけた鹿泊製品であるが，用途は明

らかでない。

4 -jま墳事〔図版 5 一(2))

3 号墳墓直下ーに存在した土墳墓。てfL面は届円形を邑し，規模は1. 8X 1. 6m，傑さ約 0.6 Jtl 

で 7 層下端から 8 屑まで掘りこんであり，一部E 区にかかる。上端はやや鮮明さを欠くが，

平均レベルは-3.60mである。

覆土中から人骨が雑然とした状態で出土し，特に撹乱含受けた形跡が認められないにもかか

わらず，骨の数が著しく少ない点が注;怠をひいた。

副葬品としては箆形角出 1 (凶版15 ・第 5 凶 22) と直刀茎部と思われる鉄器眼目今 1 (図版

19-44) が出土した。箆形角器は鹿内を箆形に磨きあげたもので，両端が装飾的に波状に作ら
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れている。鉄器破片には，直後約 0.2 cmの紐が巻き什けられたような状態で付着しているが，

材質は明らかでない。

5 号墳墓(凶版 4-(2))

左壁に接して存在した土壌基。 7 層から 10層にかけて崎りこまれ， 2 号墳墓を破壊しているc

上端は不明町で，両端も撹乱を受けて原形をとどめないが 8 層上聞の位置における形状から

平面は長楕円形にちかい形を呈し，規模は幅 1 m ， 長さ 2m ， 涼さ 60cm程度であったと推定さ

れる。士院底には10x15cm大の礁からなる畏さ 1. 8m ， 相0.9mの敷石が設けられていた。敷石商

はほほ平坦で，平均レベルは -3.70mでめる。

この墳墓からは副葬品!士出土しなかった。

(3) 各層出土遺物

0> 1 層-7 層の遺物
墳墓副葬品以外の遺初は土器岐片と灼弔 2 例があるだけで，きわめて少ない。 (P17J交 3)

土器(図版22，第 8 図〕

4 層 5 層および 7 層から数型式の上器破片が散慢に出土した程度で 5 層と 1 号ピット中

に五領式土器がやや日立ったほかは，特別な傾向は認められないので，型式と器形の種類を挙

げるにとどめる。

国分式土器または瓦閉式土器 (4 層 5 層〉…………鉢形土器。

和泉式土器 (4 層， 5}ι 7 層〉 一.......蛍形土器甘形土器，鉢形七器。

五領式土器 (4 層， 7 層 1 苧ピット〉…………蛮形土器，台H鉢形土器，器台形土器。

均甲(図版12 ， 13 ・第 4 図- 3 , 4) 

2 例。アカウミガメの甲羅を厚さ 0.3-0.4cmの板状に削り，甲羅の庁側の面に長方形の小穴

をほりくは、め，その中に十字形の灯痕を付けたものO

3 は完形， 4 は一部欠損しているが，いずれも長方形の一端を多少そぎ落としたような形を

呈する。ふちは刃物で整形したうえ，相く研磨している。小穴は縦 0.6cm ， 横 O. 駅前，深さ 0.2

-0.3 cm前後で，この部分では甲羅の原きは0.2~0. 5mmにすぎない。 3 では34何， 4 では現状

において43個の小穴がみられ，配列は規則的である。反対側の菌は，全体がなめらかに/啓かれ

ており，十字形の均痕の交点を中心に，細い焼けひびが生じ，開けて穴のあいた箇所が認めら

れる。なお小穴は帽のせまいのみ状の工具でほったらしいc
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< 2 ~ 8 届~11層の遺物

この部分では P16表 2 に示したように 8 層， 10)醤(扇 1 混貝灰層，治 2i昆具灰層〕の黒色

灰層の部分を中心に，多種類の遺物が出土し，また 8 層を掘りこんだ噴基の覆土中からも，こ

れらの層に包台されていた遺物が混入していた。 8 曹出ゴ1置物は弥生時代後期， 10層・ 11層出

土遺物は弥生時代中期に属するが，種類ならびに形状に，時胡による相違が認められないので

一括して扱うことにする。

土器〈図版23， 24 ・第 9 図〉

8 層では前野町式土器，弥生町一と器および久ケ原土器， 10菅・ 11層では古ノ台式土器が出土

したが，そのうち前野町式土器はごく少ない。

存型式とも器形は童形と器と鉢形土器に限られると言ってもよく， しかも鉢形土器が一般の

遺跡の場合よりも，はるかに多い点に著しい特長がある。

均骨(図版11 ・第 4 図-1 ， 2) 

2 例。 1 は鹿の百店甲骨， 2 は肋 Jf'52 使吊したもので，いずれも，いままでに知られている詰

例と異なる点はない。

1 は一部欠損している。現状において，表面に15個，裏面に 1 佃， 17側面に 4 個の灼痕が認

められるが，本側の均痕は灼き方が弱いため鮮明さを欠く。 2 も両端が欠損した断片で，現状

において， ) 'r面に 4 個の灼痕が認められる。

話形角器(図版14 ・第 5 図-9 ， 1 1， 12 , 13，第 5 図-11 1)

8 例。数本を組み合わせて使用する話頭 4 例(9 ， 11 1)と，単独で使片lする鈷頭 4 例(1 1， 12, 13) 

があり，いずれも鹿角製である。

前者は紙身で，反りがあり，整形は比較的よ L 、。 後者は鹿角の幹の部分で製れした大型の鈷

頭で，両側面に逆刺が付く。先端および逆刺の部分を研磨しただけで，側面には鉄器による鋭

い切削泌が残されている。

離頭話形角指(図版15 ・第 5 凶 -14 ， 15) 

2例。いわ lシる離頭鈷である。 先端に話先きを挿みミむ形式であるが，切りこみの方向は，

それぞれ異なり，また 15には話先きを固定するための紐穴がみられる。胴部の紐穴は14が 2 個

15が 1 個で， 15では紐穴の子前に?弟、j曹をほりこんでいろ。

尖頭形肯角器(凶収14-10)

4 例。先i崎正けを研磨，またはω り両lj って尖らせた組裂の骨角器である。 10以外の 3 例は，

器形が組台わせ式話頭に類似し，鈷頭として使用されたものと考えられる。
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鎌形骨器〈図版14 ・第 5 図-7 ， 8) 

2 例。鉄として使用されたものと考えられる。 7 は，造りが精巧で，身の断面が菱形を呈す

る。 8 は粗製で，一部に骨の原形をとどめている。精粗の差は，時期の差よりも用途が多少異

なるためと思われる。

針形骨器(図版15 ・第 5 図-5 ， 6) 

2 例。精製品と粗製品各 1 例で， 5 は尖頭器に含めた方が適当かも知れない。 6 は鈷に類似

するが，基部に固定のためのくびれ，その他の加工が認められず，装身具(髪飾り?)と思わ

れる。

釣針形角器(図版15 ・第 5 図-16)

1 例。逆刺のない形式である。軸は長く，まっすぐに伸び，いままでに洞窟遺跡から出土し

た諸例にみられない形を示している。

異形骨角器(図版15 ・第 5 図-17 ， 19-21) 0 

4 例。用途を察知しがたい骨角器を一括した。 4 例中 3 例が鹿角製である。

庖丁形貝器(貝庖丁) (図版17 ， 18 , 19 ・第 6 図 29-37，第 7 図 116) 

43例。アワビの殻を加工した刃器で，器形は半月形または長方形を呈し，片側が刃になって

L 、る。

胴部に 2 個の紐穴をあけたもの (29 ， 30 , 33-36 , 116) と紐穴を欠くもの(31 ， 32 , 37) 

とがある。破片が多いため正確な数字を示すことができないが，各部の形状からみて，前者が

約 3 分の 2 以上を占めることは誤りない。素材はアワビの腹縁の部分を使ったものが大部分で

37は器形，素材ともやや異例に属する。刃は片刃で，主として貝殻の表側から研磨を加えて付

加しているが，腹縁をそのまま刃とした例 (29) もある。

庖丁形貝器(員庖丁〉のうち紐穴を有するものは庖丁形石器(石庖了)と酷似しており，そ

の模倣品とみられる。なお，組穴のないものには，両端に紐掛けのための凹所が設けられた例

が多い。

刃部，紐穴または出所には，使用による損耗が明瞭に認められる。

掻器形貝器(貝刃) (図版16 ・第 6 図25-28，第 6 図 112-115) 

21例。二枚貝の腹綜に，こまかい打ち欠きを加えて，刃を付けた刃器。

刃幅の広いもの (25~28) とせまいもの(112 )とがあり，後者が多数を占める。これらは

形状，製作手法とも縄文時代の貝刃との聞に差を認めがたい。素材は21例中，ハマグリ 17例，

オキシジミ 3 例， ミルクイ 1 例となってL 、る。
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銭形貝器(貝鍛) (図版16 ・第 6 図-23 ， 24) 

2 例。無芸の議形石器と酷似した器形を示す貝器で，明らかに，その模倣品と認められる。

2例ともアワビを素材としている。 23は殻の湾曲を残し，器体の湾曲が著し L 、。 24は，それ

よりも造りが精巧で琴曲をもたず，また尾部両側の突出部lこは，両面に 2 条の刻線がある。胴

部の穿孔はいずれも両面から行なわれている。

三角形貝器(図版19 ・第 6 図 39) 

1 例。銭形を呈する小型の貝器であるが，全体がぶ厚い造りで，鍛としての機能を有すると

は認められず，用途は不明である。素材はアワビである。

指輪形見器(貝輪) (図版19 ・第 6 図-40)

1 例。ウノアシ科に属する貝殻の頂部を欠きとり，上下両端に研磨を加えて整形した貝器。

部分的に，使用の結果生じたと思われる損耗が認められる。

錘形土製品(図版19 ・第 6 図-42 ， 43) 

2 例。いわゆる土錘で，器体が球形にちかいものと紡錘形にちかいものとが，各 1 例ある。

遺物包含層中の出土ではないが，形状からみて，一応，弥生時代に属すると見倣してよいであ

ろう。

鍛形石器(磨製石鉱) (図版20 ・第 7 図-45)

1 例。先端側約 2 分の 1 の破片で，器形は一般の磨製石鍛と同じであるが，身幅と厚さが幾

分まさる。素材は粘板岩である。

掻器形石器(図版20 ・第 7 図-46)

1 例。剥片の周囲に献打を加えて整形した小型の石器で，器形は両端が丸味をもった長方形

を呈し，一端に刃が付けられている。片面は自然面のままである。

様器(図版20 ・第 5 図-47-52)

8 例。礁の一部に蔵打を加えて製作した定形的でない石器を一括した。主として敵打器の機
はんれい

能を有するもの(47 ， 52)と刃器の機能を有するもの(48-51)に大別される。斑糖岩，砂岩，

硬砂岩等が素材になっているが，それらは間口洞窟遺跡付近には産出しない種類である。

なお， ~楽器ではないが，扇平な醸の片面に，掻き傷を残すものが 1 例出土している(図版20

-53)0 。おそらく，なんらかの台に使用されたと考えられる。

その他の遺物

骨角器破片 5 例，貝器破片 2例があるが，器形や用途を察知しがたい。それ以外では，鹿角

断片17例がある。いずれも枝の部分で，根元に鉄器による鋭い切断の痕跡がみられる。
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4. 結び

既に述べたように，間口洞窟遺跡は古墳時代以後の埋葬i止と弥生時代の生活力上とが重複し，

時代により，洞窟の利用形態が著しく異なっている。

第 1 次ならびに第 2 次発掘調査の結果としては，古墳時代に属する灼甲の存在と，本洞窟遺

跡の年代が，いままで考えられていたよりも 1 時期古く，弥生時代中期までさかの;まることが

明らかになったほか，弥生時代の生活形態に関する幾つかの所見がある。次に，それらのうち

おもな点を簡単にまとめておきたい。

(1) 4 号墳墓宮土上面から出土した灼弔は，鬼高期に属する可能性が多い。弥生時代後期

の灼骨とは，形状ならびに系統が全く異なる卜占具であり，その存在は，弥生時代後期(西暦

2~3 世紀〉から少なくとも古墳時代後期(鬼高期のものとした場合，西暦 6 世紀〉に至る間

に，新しいト占の形式が伝播したことを示すと考えられる。

しかし，灼骨の系統をひくと思われを鹿ト〈骨卜〉は後世にも各地で行なわれており，灼平

による卜占(亀卜〕の出現が，ただちに灼骨による卜占の消滅を意味するとは断定できない。

また，本例と最も近似した灼甲としては，対馬に現存する後世の数例があるが，一方，横穴墳
(注7)

墓から出土した形式の異なる例も知られる。したがって，間口洞窟遺跡出土の灼甲が卜占の変
(注 8)

遅過程の中に占める位置については更に検討の必要がある。

なお，灼甲の詳細は別に報告する予定である。

(2) 古墳時代後期から奈良時代に至る聞の墳墓には，土墳墓と敷石を伴う積石墳墓の 2 形

式が認められる。それらは 3 号墳墓と 4 号墳墓の関係 2 号墳墓と 5 号墳墓との関係によって

平行的に行なわれたことが知られるが 2 形式の平行が被葬者の階級を反映するものであるか

墓制の変化に伴う過渡期的な現象であるかについて，更に検討を要する。

(3) 間口洞窟遺跡は，これまで，弥生時代後期初頭の久ケ原期以後の遺跡とされていたが

10層， 11層中に宮ノ台式土器が単純に存在したことにより，その上限は中期後半の宮ノ台期ま

でさかのぼることが確認できた。

三浦市南下浦町松輪・大浦山洞窟遺跡でも最下層から宮ノ台式土器が出i:. l，三浦市南下浦
(在 9)

町金田・雨崎洞窟遺跡では宮ノ台式土器のほか，須和田式土器が出土したと言われかこれら

の遺跡の実例からみて，三浦半島における海蝕洞窟の利用は，一般に後期以後と考えられてい

るが，既に中期から，かなり行なわれていたとみるべきであろう。

(4) 8 層ならびに10層における異常に厚い灰層の堆積は，普通の焚火によるものとは認め
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がたい状態であり，成分中に炭酸カルシウムの含有が多いこと，土器の大部分が鉢形土器であ

ることなどの点で3 製塩の行なわれた可能性を多分に示している。ようなj又層の堆積が大型の

海自由、洞窟に限って形成されている事実は，注 H すべきである。

弥生時代における洞窟居住者は，一般に，漁民と理解されているようであるが，次に述べる

貝庖了の所見からも，その生活形態が，果たして漁拷のみに依存する単純なものであったか否

かは疑問である。

(5) 庖丁形貝器(貝)包丁) I土石直丁との器形の類似、から，既に説かれているように，それ

を模位した穂摘具のー葎と，一応考えられる。

洞窟遺跡における貝庖丁の存在については，商関東地ノ庁に標準的な石組丁の出土例がほとん

どないので，1]庖丁に代わる穂摘具として，内陸部への供給を目的に生産されたとしづ見解が

かつて示された。
(ì主11)

しかし， I 区から出土した43個体のうち， 約 3 分の 2 には，使用に原因する明瞭な磨耗と

欠損があり，他遺跡出土の庖丁形貝器にも類例が認められるので，それらを洞窟居住者が使用
(紅12)

したことは疑問の余地がない。したがって，多数の庖丁形貝器の出土は，規模あるいは依存程

度は別としても，農耕が行なわれた可能性を示すと考えられる。

(6) 8 層， 10層においては，各種の骨角器が出土したが，大部分が鹿角製で，未製品，廃

材も多い。それらの数からみて，製作に要した鹿角は相当の量に達すると推定されるが，ぞれ

にもかかわらず，骨の出土はなく，わずかに灼背と鹿の技官"で製作したと思われる骨器がある

にすぎない。

この事実は鹿角が，おもに落角の収集あるいは交換によって，入手されたことを意味しよう。

(7) 貝製品も 8 層， 10層ヰ:から多数出土したが，種煩と素材の組み合わせにおいて，かな

り白立った傾向が認められる。

侍に，庖了形貝器(貝喧丁〉の素材は大型のアワビの殻に限られ， t蚤器形具器(只刃〉も 21

例中17例 (80.9%) がハマグリを使っている。骨角器のほとんどが鹿角製であることと共に，

素材の意識的選択が行なわれたことは明らかであろう。

まと，石}包丁と鎌形石器(蒋製石鎌〉の素材は拍板宕が普通で:あるが，それらを模倣した庖

丁形貝器と銭形貝器(貝鉱〉の素材がいずれもアワビであることは，三浦半島では粘板岩を得

にくい点からみて，ぞれに代わる素材として選んだものと思われ，素材の選択における地域性

を示す例と言えるかもしれない。

間口洞篤遺跡 I 区における調査所見は，概略~、土のとおりで，幾つかの間題を摘出すること
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ができた。しかし，まだ部分的な結果にすぎないので，更に検討，確認の必要があるところか

ら，そのご昭和47年 3 月に第 3 次調査を，同年 8 月に第 4 次調査を実施した。それらの調査結

果は，おって報告する予定である。

注

注1)赤星直忠「鴨居洞窟の発掘」考古学雑誌第14巻第12号大正13 (1924) 年

注2) 赤星直志「海蝕洞窟一一三浦半島に於ける弥生式遺跡一一」神奈川県文化財調査報告 第20集

昭和28 (1953) 年

注 3) 注 2 参照

注4) 神沢勇一 「三浦市間口洞窟遺跡出土の弥生式土器j 横須賀市博物館研究報告(人文科学〉 第

3 号昭和34 (1 959) 年

注 5 ) 浜田勘太 「間口 B洞窟遺跡」御崎 1 号

注 6) 赤星直忠 「三浦半島の洞穴遺跡」日本の洞穴遺跡(単行本，日本考古学協会洞穴調査委員会刊

三浦半島の洞穴遺跡の項〉昭和42 (19 67)年

注7) 平野博之 「対馬・壱岐卜部についてーーその成立期についての二，三の問題一一」 古代文化

第17巻第 3 号昭和41 (1966) 年

注 8 ) 赤星直忠 「穴の考古学J (単行本，学生社刊〕昭和45 (1970) 年

注9) 神沢勇一 「三浦市大浦山洞窟出土の弥生式土器」横須賀市博物館研究報告〔人文科学〉 第

4 号昭和35 (1960) 年，注 8 参照

注10) 岡本 勇 「雨崎洞穴遺跡」 竺浦半島の古代文化 (単行本，横須賀考古学会刊，主要遺跡の解

説の項〕昭和44 (1969) 年，注日参照

注1 1) 注 2 参照

注12) 神沢勇一 「貝庖丁に関する二三の考察」 神奈川県立博物館研究報告第 1 巻第 3 号 昭和45

(1970年〕



表 8 層および 10 層出土自然遺物

貝類

イシダタミ(十+) クマノコガイ C++)

コシダカガンガラ C+ 十〉 ス ガイ C+ 十〉

イボニシ アカニシ

ウミニナ C++) ナガニシ

ヤツシロガイ

サザエ

ツタノハ

オキシジミ

アサリ

カガミガイ

ミルクイ

イタヤガイ

イタボガキ

魚類

クロダイ

イシダイ

サメの 1 種

鳥類

ウミウ

晴乳類

ノ〈イ

アワビ C+)

ヨメガカサ C+)

ハマグリ

シオフキ

サルボウ

ベンケイガイ

カリガネエガイ

マダイ

スズキ

シ カ(加工痕のある断片として存在〉

クボガイ(十十〕

レイシ

イソニナ

パテイラ

ボウシユウボラ

トコブシ

ウシノツメ C+)

チョウセンハマグリ

バカガイ

ウチムラサキ

イガイ

マガキ

ブダイ C?)

アカエイ

15 

勢貝類中， C+ 十〉記号を付けたものは主体をなす種類， c十〕記号を付けたものは比較的多い種類であ

る。
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表 2 1 区土濯物 1 一(弥生時代中期~後期〕

8 ml10  周 |11 初ザ乱部 |サ遺物種別\\\(第 1 混貝灰層) I C第 2 混貝灰層) I (黄褐注目土屑 乏覆土

灼骨 11 P L 11 ・ F4-210 10 11 PL11 ・ F 4 ー 1ll

S 形角端 16PL1SF8910 io l2 … HIla PLl4-12 PL14 ・ F 5 -13 
F 5 -111 

離頭鈷形吋 2 P 山 F5-110
P L 15 ・ F 5 -15 

尖頭形百角器 14 PLl4-10 

銭形育器 1 1

主十形骨器 11

釣針形角器 I 0 

…角器 3PL1517 |。 P L15 ・ F 5 -21 
PLl5-19 
P L15 ・ F 5 -20 

官角器破片 I 4 

庖丁形貝庖 器 23 P日 F7-29112 PL18'F7 中 43 
(只了J PL17 ・ F7-311 F7-116 

P L17'F 7-32 
PL18'F7-33 
P L 18 ・ F 7 -34 
P L 18 ・ F 7 -36 
PL18'F 7-371 

掻…桜叩附……形附川…ßj，山1叫機 |一14…一……一4げ一一一一P円叩山……L日山山………16. F山…6川山…F引一6 -2 21 
〔貝刃) I P L 16 ・ F6-271 PL16 ・ F 6 -28 

F6-112 F6 • 113 
F 6 -114 
F 6 -115 

銭形叫鍛)[2PL16F613l
P L16 ・ F 6 -24 

指輪形貝器 1 1(貝輪〕

貝器破片 1 1 P L 19-41 P L 19-38 

鋒形土製品 I 0 i2PMF6べP L 19 ・ F 6 -43 

鍛形(磨石器 I製石激) i 1 P L20 ・ F 7 -451 0 
掻器形石器 10
事告 P L20-49 3 P L20 ・ F 7 -48 8 

P L 20-50 P L20-51 
P L20-52 

使用震のある石 I 0 P L 20-53 

鹿角断片 1 15 。
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表 3 I 区出遺物 2~ (古設時代~奈良時代)

1ιV13J石墳墓F14JJFl ぞ の 他門数!
灼弔 10 !o /2 PL12 ・ F4-3\Z

PL Ll -F4 ・ 4 I 
1 4 号墳墓覆土と面 1

王子百-~:i I-O--~~--I-l ;~5~可 o一一一一「「一一十寸「

云五百ifl} 一一「了一一一一一「「 F百五可 --11

官#?ト I 0 1
1 P 山-44 。 一丁了

年形土務 P LZ1 ・ F 8 -541 3 P LZ1 ・ F8551c i o i 

llPL21・F856i!|P L21. F 8-571 

備考 1. ;"fr!J数u種:Wを察知でさる破片を合む。

2 各楠の左側の数字はJ持位または還特別の出土例数を r六す、右側の記号l土図版または1tTl図に掲

げ/こ代表例を示す。

記号と記載順序は次のとおりである。

PL ニ図版。 F=同図。 記載順=図版番号・挿図番号一資料番号。 資料番号は図版，

挿図共通である。
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資料編訂正箇ミ所及び正誤表

行 誤 正

<1 区 3 層> <1 区 5 層>

11 <1 区 8 -10層> <1 区 7 -10層>

" 13 <1 区 6 層> <1 区 7 - 8 層>

" 22 <1 区 8 層> <1 区10層>

" 29 銭形角器 鉄形骨器

調査担当者 奈川県立博物館・・・ 神奈川県立博物館

1 ページ I 区 8 層 I 区 10層

" 10 鍬形角器 I 区日層 鍬形骨器 I 区10層

2 ぺージ 7 異形角器 異形骨器

" 16 I 区 8 層 4 号墳墓覆土

3 ページ I 区 9 層 I 区 8 層

" I 区 9 層 I 区 8 層

5 ページ 左 5 C , 4, PS2-1 , P2S-2 , P3S く(削図I除参区照， 5な層お>本文編 1-1I区断面実測)
図版 4 上段 く I 区 3 層>

" 下段 <1 区 8 -10層> <1 区 7 -10層>

図版 5 下段 <1 区 B 層> <1 区 7 - 8 層>

図版10 上段 く I 区 8 層> <1 区10層>

図版22 出土層位 2 層 4 層

図版23
出土層位

76 ・ 77 ・ 78 ・ 83… 77 ・ 83 ・ 84…

I! 出ヂ位 75 ・ 79 ・ 80 75 ・ 76 ・ 78 ・ 79 ・ 80...



三浦半島の主要な洞窟遺跡 19 

F一一一一猿島洞窟遺跡

.' 
烏ヶ崎洞窟遺跡

住吉神社裏洞窟遺跡

雨崎洞窟遺跡

大浦山洞窟遺跡

間口洞窟遺跡

向ヶ崎洞窟遺跡(群) きぐら浜洞窟遺跡

毘沙門洞窟遺跡(群)

第 1 図洞窟遺跡分布図

〈遺跡名〉 く所 在〉 く洞窟数〉 〈備考〉

猿島洞窟遺跡 横須賀市猿島 (1) 

烏ヶ崎洞窟遺跡 横須賀市鴨居烏ヶ崎 (1) 消滅

住吉神社裏洞窟遺跡 横須賀市久里浜住吉神社裏 (1) 

雨崎洞窟遺跡 三浦市南下浦町金田雨崎 (1) 

大浦山洞窟遺跡 三浦市南下浦町松輪大浦山 (1) 

関口洞窟遺跡 三浦市南下浦町松輪間口 (1) 

きくやら浜洞窟遺跡 三浦市南下浦町松輪きぐら浜 (1) 

毘沙門洞窟遺跡(群) 三浦市南下浦町毘沙門八浦浜 (4) A ・ B ・ C.D 洞窟

向ヶ崎洞窟遺跡(群) 三浦市向ケ崎町 (2) A.B洞窟，一部残存

諸磯洞窟遺跡 三浦市三崎町諸磯 (1) 





21 

500 叩oM
与一一一一一一一一一一一一一一一一トー←一一一一一一一一一一一一一一→

横
瀬
島

¥ 
、町、

子、\
1 、 _/"\1

1¥./"'"--- "."¥ 
f\<\

ノ \J い
/ 

，/ー

r 
/ 

一/~.-~

j 

f 

¥ 
1 
、、

東京湾

神奈川県

房総半島

相模湾

O 印=遺跡位置間口洞窟遺跡付近地形図第 2 図





L 

C 

第 3 図 1 -11 区断面実測図

1 ……… 1 層(表土)

2 ……… 2 層(混貝砂層)

3.…・…・ 3 層(破砕岩塊層)

4 ……… 4 層(灰褐色粘土質土層)

5 ……… 5 層(第 I 灰層)

6 ……… 6 層(岩塊層)

7 ……… 7 層(第 2 灰層)

8 ……… 8 層(第 1 混貝灰層)

9 ……… 9 層(灰緑色砂層)

10……… 10層(第 2 混貝灰層)

11.. ・ H ・ ...11層(黄褐色混貝土層)

12……… 12層(褐色粘土質土層)

13・ H ・ H ・ ..13層(黄褐色ローム質土層)

C …・…・… .t覧乱部分

。

12 

3m 
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洞窟実測図ムill
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3~ u-~ 

4 

2 

0 5om 

第 4図灼甲・灼骨

灼甲ニ 3 ・ 4 灼骨二 1 (鹿肩目甲骨使用)， 2 (鹿肋骨使用)
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f一、

0 50m 

13 

15 ~ ¥!j V 14~ VI 'l!J 6 U 5~ゆ 22
第 5図骨角器

話形角器二 11 ・ 13 ・ 111 離頭鈷形角器 =14 ・ 15 尖頭形角器二 10

釣針形角器 =16 鍬形骨器=7 ・ 8 箆形角器 =22 異形骨角器 =18 ・ 20 ・ 21 ・ 22
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第6圏貝器・土製品
主族形貝器=23 ・ 24， 三角形貝器 =39， 指輪形貝器ニ40

掻器形貝器 =26 ・ 27 ・ 28.112.113.114.115 ，錘形土製品 =42 ・ 43
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第 7 図

015仰

貝器・石器
庖丁形貝器(貝庖丁) =29 ・ 30 ・ 31 ・ 32 ・ 33 ・ 35 ・ 36 ・ 116

嫉形石器(磨製石鉱) =45, 掻器形石器 =46， 時世器ニ 47 ・ 48 ・ 52
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¥ 
哩聾覇7 7 
63 

(1) 4 層

(2) 5 層
「一

58 67 議第r r 
(3) 1 号ピット覆土

¥ 
同且盗品且'"戸署 ,11:-'-"" 

68 71 
(4) 7 層

5ドJ

J ノ \\Lノ
(5) 1 号墳墓副葬品 =54( 6 層). 3 号墳墓副葬品= 55 ・ 56 ・ 57( 3 号墳墓敷石面)

第 8図土師式土器拓本・実測図
縮尺= 1 : 3 
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r 矛管理矛営)
75 76 ・ー

74 

80 " _ __ 8.L _ . 82 86 
(1) 7 層下端 =76 ・ 78， 8 層ニ 74・ 75 ・ 80 ・ 81 ・ 82 ・ 86

騨脚酢
r J戸

83 

(2) 2 号墳墓覆土

機動ZJF FB 鶴7

(3) 8 層

悼幹二~... .・

義務1‘
芯記".:1 ・E

84 
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i93 

101 

103 -104 -~ - 1U5 106 107 108 
蛙) 10M 

r 
85 

第 9 図 弥生式土器拓本 (1)・ (2)=前野町式土器・弥生町式土器(壷形土器=74・ 75・ 76 ・ 78，鉢形土器 =80・ 81 ・ 82 ・ 86)
縮尺 1 ・ (3)=久ヶ原式土器(査形土器=89・ 90 ・ 91 ・ 92，鉢形土器=93-101)
= 1 : 3 (4)=宮ノ台式土器(壷形土器103-106，鉢形土器=107 ・ 108)
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